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綾野小学校 危機管理マニュアル １

非常変災時等における非常措置について 保護者の方へのお知らせ

１．本県に「暴風警報」または「特別警報」が発令された場合

午前７時の時点で「暴風警報」または「大雨、暴風、大雪等を含む特別警報」が発令

臨時休業

午前７時の時点で各中学校区内で避難勧告・避難指示が発令中

該当する中学校区内の全小中学校は臨時休業

【注】臨時休業の場合、翌日の学習予定は時間割通り持たせてください。

また、臨時休業日の家庭学習は、音読、計算や漢字練習等の自主学習とし

ます。

２．「暴風警報」または「特別警報」発令前、解除後、またそれ以外の大雨警報等による危

険が予想される場合

「暴風警報」または「特別警報」発令前、解除後、またそれ以外の大雨警報等で

あっても河川や水路等の著しい増水等で、登校時に危険が予想される場合は、市

教育委員会と協議の上、児童を自宅待機にし、必要に応じて始業時刻の繰り下げ、

または臨時休業の措置をとることがあります。この場合には、学校より緊急メール

で連絡をいたします。

３．児童が学校にいる間に「暴風警報」または「特別警報」が発令された場合

児童の下校に支障がないと判断される場合は、早めに下校させます。また、「暴

風警報」または「特別警報」が発令されていなくても、河川や水路などの著しい

増水等下校に危険が予想される場合は、下校時刻を早める措置をとることもあり

ます。これらの場合には学校より緊急メールで連絡をいたします。

また、場合によっては緊急メールでお迎えをお願いすることがあります。この場合

は、児童は体育館に集合待機とし、グラウンドに駐車していただくことを想定し

ていますが詳細については別途お知らせいたします。
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綾野小学校 危機管理マニュアル ２

事故等発生時の対応の基本 命を守る

迷わず迅速な対応

事故等発生 AEDの使用を！

体育（水泳、持久走・・） 階段

理科の実験 給食時（アレルギー等）

発見者 校外の活動 窓際 ガラス 要注意！！

☆発生した状況把握

☆傷病者の症状確認

（意識・心拍・呼吸・出血等）

☆心肺蘇生などの応急手当

現場ですぐに！！ AED（職員室保管）を取りに走る又は要請

協力要請や指示！ 必要なら110番119番通報

場合によっては他者へ通報依頼

他の教職員又は児童

重大事故の場合 緊急対策本部設置

指示 指示

校長

養護教諭 教頭 教職員 保護者へ緊急連絡

教務主任 関係者の聞き取り

報告 報告 児童への指導

学校医 警察・救急車要請 医療機関

医療機関 付き添い搬送者決定 状況を随時本部に連絡

教育委員会（69－2244）へ第一報（その後様式により報告）

淺田校医69－7755 関係保護者への連絡・場合によって担任と共に訪問

水口消防63－1119 マスコミ関係への対応 窓口の1本化

甲賀警察62－4155

城南交番62－9096

甲賀病院62－0234 緊急を要しない小さなけが等の場合も必ず保護者に連絡

教育委員会 帰宅後の様子を確認 ！

69－ 2244・2245
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綾野小学校 危機管理マニュアル ２の①

食物アレルギーへの対応

異常発見 子どもから離れず観察

アレルギー症状がある 他の教職員・管理職・養護教諭を呼ぶ

原因物質を食べた（疑いも） 緊急性の判断

原因物質に触れた（疑いも） エピペン・AEDの使用判断

□全身ぐったり □意識朦朧 □尿や便を漏らす

□唇や爪が青白い □声がかすれる □脈が触れにくい不規則

□のどや胸が締め付けられるの訴え

□犬が吠えるような咳をする □息がしにくいの訴え

□強い咳き込みが続く □ゼーゼーする呼吸 □嘔吐を繰り返す

□我慢できない腹痛

☆上の症状が一つでもあれば救急車(119番要請） 保護者に連絡

☆すぐにエピペン使用

☆反応がなく、呼吸がなければ心肺蘇生 AEDの使用

記録担当をすぐに決めて

〇症状発生の時刻 〇エピペン使用時刻 〇5分ごとの症状

〇内服薬の使用時刻等を 記録！

エピペンの準備 AEDの準備 最も近い者が至急準備

日常的に総ての教職員がエピペン・AEDの保管場所を確認しておく

毎年4月にエピペン研修を実施。

エピペン 緊急事態と判断（5分以内）その場にいる者が打つ

①ケースから取り出す。②利き手でグーで握る ③青いキャップをはずす

④太ももの外側に注射！「カチッ」と音がするまで強く押し当て5秒待つ

⑤使用済みのエピペンは救急隊に渡す。

☆仰向けにするか足を高くする。（ショック体位）

☆その場で安静にする 立たせたり、歩かせたりしない

☆その場で救急隊を待つ
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綾野小学校 危機管理マニュアル ２の②

熱中症への対応

予防について しっかり栄養朝ごはん ぐっすりすいみん 体力作り

〇夜更かしをせず早く寝て十分なすいみんをとる

〇朝ごはん（副食や味噌汁など）をしっかり食べる

〇お茶か水で小まめに水分補給 〇日頃から外で体を十分動かす遊びを楽しむ

〇外に出る時は帽子をかぶる

〇暑さに適した服装と十分な水分の準備を保護者に依頼

暑い時期の運動について

環境省熱中症予防サイトの東近江・土山観測地の指数と市教委から配布された熱中

症計（特に児童が活動している日光が当たる日なたの値）を参考にし、

WBGT31度以上の時は運動を禁止する

☆運動以外の野外活動等、日の当たる場所での活動についても十分な配慮をする。

☆気温３０度以上やWBGT31度以上の時の下校時は、十分な水分を摂らせた後下

校することとし、お茶等がなくなった児童は職員室で水分補給してから下校する。

（下校時又は下校後、教職員で巡回する）

☆WBGTが危険域に達していなくても、運動する場に水筒を持参し、適宜休憩

を取りながら水分補給をする。

☆運動会練習など1時間以上運動する時はテント内など日陰で休憩を必ず２回以

上入れて水分補給をする。

☆プールでの授業や運動会までの時期は、水、お茶以外にスポーツドリンクも可と

する。

意識がある。反応は正常 ①涼しい場所へ避難（保健室等）

②衣服をゆるめ、体を冷やす

自力で水が飲めない時や症 ③水分、塩分を補給

熱中症の疑い 状が改善しない時は救急車

発生

意識がない・反応がおかしい ①直ちに救急車要請 １１９

②涼しい場所へ避難

③衣服をゆるめ、体を冷やす

④病院搬送

倒れた時の状況が分かる者が同行
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綾野小学校 危機管理マニュアル ３－②

学 校 外 で の 不 審 者 情 報 へ の 対 応

登下校中

学校への第一報 緊急対応が必要かどうか 必要ない場合

必要な場合 状況に応じて警察、教育委員会

に連絡。職員によるパトロール実

☆現場急行 情報収集・整理 施。地域スクールガードにも協力

☆警察１１０番に通報（未通報の場合） 要請

☆教育委員会へ第一報・協力要請 警察 62 － 4155 市教委 69 － 2244
☆担任は保護者へ連絡

☆負傷者がいる場合は１１９番通報

（未通報の場合）

地域や現場近くの発見者へのお願い

☆警察１１０番通報

☆学校への情報連絡

☆児童生徒の安全確保・避難誘導

☆学校の緊急対応支援

☆負傷者がいる場合は１１９番通報

応急手当

不審者が確保されているかどうか

確保されていない場合 確保されている場合

☆他の児童が学校にいる場合

・場合により保護者への引き渡し

・教師引率の集団下校 ・児童、保護者への説明、注意喚起

・スクールガード・教育委員会・警察等 ・当日及び事後最低１ヶ月、地域、保

への協力要請 下校の安全確保 護者にも協力要請し、下校パトロール

☆翌日から不審者確保までの間 実施

保護者又はスクールガード ・児童への心のケア カウンセラー等

同伴集団登下校 要請

・教職員、警察、地域ボランティアによる

パトロール実施
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綾野小学校 危機管理マニュアル ４

地震発生時の対応

緊急地震速報 地震発生

校舎内 通学時等校舎外

校長 緊急放送指示 教頭 緊急放送 ☆建物や窓の近くから離れて

教頭・教務主任 情報収集 ダンゴムシのポーズをとる

教職員全員 児童の安全確保努力 （床や地面に伏せて頭を守る）

児童 その後 指示によって避難

通学途中の場合

倒れそうな物や窓の近くから離れて ☆分団担当が児童の通学路に

机の下などに一時避難して指示を待つ 行き、状況把握。教頭に報告

・机は脚の部分を持つ

・この時も押さない・話さない 情報収集後 校長が判断

・指示を静かに待つ

廊下など机などがない場合 ☆地震後、校長の指示により

・窓や倒れそうな物から離れて 登校及び下校誘導

ダンゴムシのポーズをとる ☆児童の最終安否確認。

（床に伏せて頭を両手で守るポーズ） 出欠確認

揺れが収まったと判断後、指示に従って避難 ☆状況により保護者の迎え要請

避難場所 ①グラウンド

②体育館

日常的な指導・点検

☆地震や津波についての学習

（大地震を経験している児童がいる場合は、配慮。指導内容を保護者と相談）

☆キャスター付きロッカーなどのロック確認

☆ロッカー等の固定

☆避難訓練の実施 休み時間 授業中など場面を変えて

基本は 落ちてこない 倒れてこない 移動してこない 場所への避難

☆引き渡し訓練の実施

☆避難所になった場合の研修実施
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綾野小学校 危機管理マニュアル ５

弾道ミサイル発射への対応

Jアラートによる弾道ミサイル発射情報 ミサイル発射！

校長 緊急放送指示 教頭 緊急放送

教務主任・教務 情報収集

児童

校舎内にいる場合 校舎外にいる場合

☆できるだけ窓から離れ、 ☆急いで校舎の中に入る

机がある場合は机の下に ☆近くに入って避難できる建物がない

机がなければダンゴムシのポーズ 場合地面に伏せてダンゴムシのポーズ

（ 床に伏せて頭、体を守る ）

校長 落下場所等について情報収集後、放送指示 教頭 放送

通過情報の場合 屋内避難、体頭を守る姿勢での待機解除

追加情報があれば避難等継続

綾野小学校 危機管理マニュアル ６

爆破及び犯罪予告等への対応

電話等で犯罪、爆破予告 予告を受けた職員

直ちに校長・教頭に報告 最悪の事態想定

マスコミ対応 児童の不安解消

窓口 校長（教頭） 市教委 警察に緊急連絡

緊急職員会議 情報共有 市教委 警察の指示により対応

保護者へ緊急メールで連絡 迎えの要請 児童引き渡し
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